
下水道事業における革新的
技術(B-DASH)の事例紹介

－鋼板製消化槽－

熊本市上下水道局



熊本市下水道事業の概要
【全体計画面積】

１３，７２４ｈａ

【事業計画面積】
１３，０２６ｈａ

【 整備済面積】

１１，６５２ｈａ

市域面積

３９，０３２ｈａ

下水道普及率

89.5％

（熊本県所有）
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処理場名 現有処理能力
（日最大 ｍ3/day）

2017年度処理水量
（日平均 ｍ3/day）

中部浄化センター ６４,８００ ５５,４００

東部浄化センター １３８,３００ １１２,２００

南部浄化センター ５２,６００ ３３,２００

西部浄化センター ２３,６００ １５,１００

城南町浄化センター ４,７００ ２,９００

計 ２８４,０００ ２１８,８００

熊本市の浄化センター
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消化ガス発電

東部浄化センター中部浄化センター

固形燃料化施設

消化ガス発電

南部浄化センター
西部浄化センター

城南町浄化センター

熊本市の浄化センター
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中部浄化センター

計画処理能力 ６３,３００ m3/day

現有処理能力 ６４,８００ m3/day

敷地面積 ７.６１ｈａ

処理方式 標準活性汚泥法
（Conventional activated  sludge process）

供用開始日 １９６８．Feb.
鋼板製消化槽

中部浄化センター
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鋼板製消化槽の導入経緯

・発注方式

老朽化による性能低下
経過年数５５年（‘１７年度当時）
消化ガス発生量の低下 4５0㎥/ｔ－VS程度

・老朽化による改築更新

減容

・消化槽の目的

工事目的物である消化槽に複数の候補があり、幅広い提案から選定する必要がある

＋

減容

長寿命化計画に基づき
更新
（健全度1.8＜2.0）

既設 Ａ消化槽

○中温消化方式 ○高温消化方式 ○高濃度消化方式

仕様書発注

有効利用（消化ガス・発生熱）

設計施工一括発注方式
（ＤＢ方式）

※B-DASH技術 ※B-DASH技術
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・事業概要

・機械設備工事：Ａ消化設備、加温設備、配管弁類 一式
・電気設備工事：運転操作、計装、監視制御設備 一式
・土木工事 ：床板基礎（杭含む） 一式
・建築工事 ：機械棟（建築設備、杭基礎含む） 一式
・詳細設計 ：上記工事にかかる設計 一式

・設計施工対象範囲

長寿命化計画に基づく、消化槽の更新工事。
老朽化に伴い、施設を更新するにあたり、既存の消化方式及び加温方式を見直すことによりエネルギー効率

の良い消化、加温方式の構築を目的とするため、これについて広く技術提案を求める。
消化槽本来の目的である汚泥の減容を行うとともに、発生した消化ガスを有効に利用すること。

・消化施設の概要

（１）対象汚泥 重力濃縮及び機械濃縮汚泥の混合汚泥 １４５m3/日（日最大）
（２）消化方式 鋼板製消化槽（一段消化、機械撹拌）
（３）消化日数 提案によるものとする。（上限３０日程度）
（４）加温方式 間接加温（熱源は既設消化ガス発電機から供給される温水及び蒸気を利用すること）
（５）発生ガス 既設消化ガス発電機の燃料として、優先的に利用すること。
（６）消化率 50％以上
（７）ガス発生量 500m3/t-vs以上

・工 期

平成30年３月から平成31年６月まで

鋼板製消化槽の事業概要
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・参考基準

「国土交通省直轄工事における総合評価落札方式の運用ガイドライン」 （平成２５年３月 国交省）
「公共工事における総合評価落札方式の手引き・事例集 第１集案」 （平成１４年７月 国総研）
「公共工事における総合評価落札方式の手引き・事例集 改訂第2集案」（平成１５年７月 国総研）

・総合評価落札方式

複数の候補があり、標準案を作成せずに幅広く提案を求め、最適案を選定する必要がある場合に適用するもの。
したがって、設計施工一括発注方式を適用し、施工方法に加えて工事目的物そのものに係る提案を求めることにより、

工事目的物の品質や社会的便益が向上することを期待するもの。
（上記「国土交通省直轄工事における総合評価落札方式の運用ガイドライン」より）

「技術提案評価型 ＡⅡ型」

総合評価落札方式（１）
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・評価値による落札者の決定

「評価方法」
総合評価による落札者の決定は、入札価格が予定価格の制限の範囲内にあるもののうち、評価値の最も高い者を落札者と
する。（「国土交通省直轄工事における総合評価落札方式の運用ガイドライン」より）

評価値＝
標準点（100点）＋加算点（６０点）

入札価格＋その他コスト

「除算方式」

評価値の算出方法としては、除算方式を採用。（「国土交通省直轄工事における総合評価落札方式の運用ガイドライン」
より）

落札者
Ｃ社

傾きが大きいほど評
価値が高い

総合評価落札方式（２）
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分類 評価内容

3.0

2.0

1.0

0.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

消化ガス発電機
発電電力量（計画）

kwh/年

消化ガス有効利用の観点に基づ
き、消化槽から発生する消化ガスを
燃料として、既設消化ガス発電機を
運転することによる発電電力量につ
いて評価する。

8 右式による

消化槽配置計画 ㎡

将来的な再構築スペース確保のた
め、機械棟及び基礎を含んだ消化
設備全体の占用面積について評価
する。

3 右式による

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

3.0

2.0

1.0

0.0

環
境
へ
の
配
慮

温室効果ガス量 t-co2/年
地球温暖化対策として、消化設備全
体の温室効果ガス排出量を評価す
る。

4 4 右式による

3.0

2.0

1.0

0.0

1.0

0.0

計 45

評価点の合計 60

有効的かつ具体的な提案の記述がない。

1

有効的かつ具体的な提案の記述がある。

有効的かつ具体的な提案の記述がない。

そ
の
他

下水道資源有効利用

将来的な見地において、既下水道資
源または他バイオマス有効利用にお
ける提案について評価する。

1

計画する一年当たりの温室効果ガス排出量を評価する。

評価点＝配点×（各提案の最小値）／（提案値）

（評価点は、小数第四位切り捨ての小数第三位までとする。）

社
会
的
要
請

地域への貢献

地域社会を活性化するための対応
について評価する。
以下の３つの項目について、有効か
つ具体的な提案の記述がある。
1.地元企業の積極的な参画
2.地域住民への対応
3.その他、特別な配慮
(但し、地元とは熊本市内の地域を
いう）

3 3

3項目以上について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

2項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

1項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

日常点検、運転管理、サポート体制
など本市における維持管理を考慮し
た設計及び維持管理計画について
評価する。

3

3項目以上について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

2項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

1項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

有効的かつ具体的な提案の記述がない。

熱収支計算より算出された、計画する年間の既設消化ガス発電機発電電力量を次
式により評価する。

評価点＝配点×（提案値-基準値）／（各提案の最大値-基準値）
基準値＝87万kwh/年
（評価点は、小数第四位切り捨ての小数第三位までとする。）

1項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

維
持
管
理
性
の
評
価

異常発生の抑止、解消技術
本市における維持管理業務に大き
な負担となる異常発生の抑止、解消
技術について評価する。
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6

6項目以上について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

5項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

4項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

3項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

2項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

有効的かつ具体的な提案の記述がない。

維持管理性

2項目について、公的機関の技術評価を受けている。

1項目について、公的機関の技術評価を受けている。

公的機関の技術評価を受けていない。

消化設備の性能と安定性

消化性能及び汚泥性状変化、緊急
時における安定性について評価す
る。 6

６項目以上について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

５項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

４項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

３項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

２項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

１項目について、有効的かつ具体的な提案の記述がある。

有効的かつ具体的な提案の記述がない。

8 0.0 ～ 8.0
現地条件（地形、地質、環境、地域特性等）を踏まえた詳細な施工・工程計画、品
質・施工管理、周辺環境・安全・災害対策等に優位な工夫や品質向上への取り組
みについて評価する。

消
化
設
備
の
性
能
・
機
能
評
価

技術評価

鋼板製消化槽に関する
公的機関の技術評価について評価
する。
公的機関の技術評価とは以下に示
すものを指す。
①日本下水道新技術機構　技術マ
ニュアルまたは技術審査証明
②日本下水道事業団の新技術登録
制度Ⅰ類又はⅡ類
③下水道革新的技術実証事業（B-
DASH）ガイドライン

20

3

3項目について、公的機関の技術評価を受けている。

施
工
計
画

施工計画
施工計画が現地の条件を踏まえた
計画となっているかを評価する。

8

消化設備配置計画に基づく占用面積を次式により評価する。

評価点＝配点×（各提案の最小値）／（提案値）
（評価点は、小数第四位切り捨ての小数第三位までとする。）

技術提案項目 配点 計算式 計画書・様式ページ／図面番号

・提案技術の評価
発注者が示す最低限の要求要件に対し、企業自らの技術

提案により改善し、工事又は工事目的物の品質向上を図る
能力を評価するものである。

提案技術の評価
・計画検討及び施工計画
・公的機関の技術評価
・消化設備の性能と安定性

汚泥等の負荷変動に対する対応方法を評価。
・消化ガス発電機発電電力量

発生する消化ガス量を利用して、既設消化ガス発
電機が発電する電力量について評価。

・消化槽配置計画
消化槽及び機械棟の占用面積について評価。

・異常発生の抑止、解消技術
・維持管理性
・温室効果ガス量
・地域への貢献
・下水道資源有効利用

・主な評価項目（抜粋）

提案技術の評価・技術評価点・・・加算点

3.0

2.0

1.0

0.0

6.0

鋼板製消化槽に関する
公的機関の技術評価について評価
する。
公的機関の技術評価とは以下に示
すものを指す。
①日本下水道新技術機構　技術マ
ニュアルまたは技術審査証明
②日本下水道事業団の新技術登録
制度Ⅰ類又はⅡ類
③下水道革新的技術実証事業（B-
DASH）ガイドライン

3

加算

総合評価落札方式（３）

公的機関による一定の評価を重要視し、評価項目のひとつとした。
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撹拌ムラを監視

温度センサ

超音波センサー
で外部から
槽板厚を測定

撹拌状況確認
異常発泡有無の確認

防食塗装サンプルピース

鋼板製消化槽はﾉｽﾞﾙ
配置の自由度が高い

最適な場所
へ各種ｾﾝｻｰ
設置

消化槽内部の
状況を的確に
把握

安定した消化性能の
維持やﾄﾗﾌﾞﾙの未然
防止・解消を実現

撹拌機増速運転

消化性能低下を未然防止

異常発泡の検知

発泡検知器
自動水噴射

サイトグラス

堆積物測定

堆積物の有無を測定 排出運転

元弁

サンプルピース
（蓋フランジ裏面）
の塗装膜厚を測定

タンク内面 屋根板

槽板厚測定

防食状況を確認

腐食有無を確認

運 転 支 援 機 能

鋼板製消化タンクの紹介 （１）

消化槽の健全性を確保
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堆積物測定・排出運転

＜従来＞RC水槽では堆積物の定量的な確認は困難

堆積物センサー <定期測定>

＜本技術＞鋼板製であることを活かし、堆積物高さ

を定量的に測定

⇒ 堆積量の推算が可能

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

11/12/1 12/3/1 12/6/1 12/9/1 12/12/1

堆
積

物
体

積
/
消

化
槽

容
量

比
[%

] ★
★

★：堆積物排出運転実施

堆積物が減少

超音波センサー

を使用

★：堆積物排出運転 実施

堆積物排出方法

堆積物排出運転により堆積物高さが低減

これにより 槽の有効容量を確保

撹拌機正回転 撹拌機逆回転

堆積物量3%以下まで排出可能

堆積物を中央に集約し
効果的な排出

H23/12/1 H24/3/1 H24/6/1 H24/9/1 H24/12/1

<千葉市南部浄化センターでの実測記録>

鋼板製消化タンクの紹介（２）
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国土技術政策総合研究所からの委託研究 2013年7月ガイドライン案発行

研究名称：神戸市東灘処理場 再生可能エネルギー生産・革新的技術実証研究

研究期間：2011年8月～2013年3月まで

研究成果品：B-DASHプロジェクトNo.2 バイオガスを活用した

効果的な再生可能エネルギー生産システム導入ガイドライン(案)

鋼板製消化タンクの紹介（３）

<国総研ＨＰ B-DASHプロジェクトより>13



2018年9月末時点

納入先 槽容量 数量
供用開始
(年/月)

生活協同組合 コープ神戸 180m3 1基 2003年12月

大分県日田市資源化センター 1,900m3 1基 2006年4月

千葉市南部浄化センター
（共同研究）

750m3 1基
2011年11月
～2013年3月

神戸市東灘処理場
（B-DASH）

220m3 1基 2012年1月

あべのハルカス 106m3 2基 2013年4月

愛知県矢作川浄化センター 5,800m3 1基 2016年10月

埼玉県元荒川水循環センター
※OEM供給

5,000m3 3基
2019年4月

予定

熊本市中部浄化センター 3,200m3 1基 設計中 施工例

納 入 実 績

鋼板製消化タンクの紹介（４）
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鋼板製消化槽に期待すること（１）

【エネルギー利用による観点】

１ 間接加温（温水）による熱効率の向上

２ 消化ガス発生量の増加（既設と比べて）

３ 消化ガス発電機（既設）の運転時間増加

４ 地域バイオマス活用の可能性

５ 下水道経営への貢献（消費電力量削減効果による）
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鋼板製消化槽に期待すること（２）

【維持管理性による観点】

１ 運転管理の向上

２ 維持管理性の向上

３ 浚渫費用の削減

４ 点検調査費用の削減
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熊本市上下水道局
Kumamoto City Waterworks and Sewerage Bureau


